
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

花の台町内会第 39 回秋季大運動会を平成 26 年 10 月 12 日日曜日に開催 

当日はスポーツ日和でした。 

子供たち大好きな宮前兄妹メローくんとコスミンちゃんも朝早くから応援に駆けつけてくれました。 

午前 9 時、会場の宮前平小学校グランドに各地区名のプラカードを先頭に選手団が入場、中澤大会実行委員

長の開会の言葉、昨年優勝の白組より優勝カップ返還、長谷川町内会会長、宮井宮前平小学校長先生の挨拶、

選手を代表して宮前平小学校生徒北沢くん兄弟とお母さんの三人による選手宣誓がありました。 

幼児、小学低学年生の鈴割り、高学年生のかけっこで競技は始まり、パン喰い競争ではお母さんと一緒の幼

児、綱引き、宝探しと競技が進行するにつれ会場正面の得点掲示板は次第に白組リードしその差は大きくな

るばかり。棒引き、1,2,3 年生のかけっこが終わり次はマラソンです 一般（中学生以上）、小学高学年男子、

同じく女子、小学低学年男子、同じく女子に分かれてタイムを競いました。来賓・60 歳以上出場の愛のサン

ドウィッチ便を最後に午前の部終了。途端に校舎ピロテーの焼きそば模擬店に長い行列が。 

午後は花の台子ども会のロックソーランの後、玉入れ、バックオーライ、障害物競走、買物競走、紅白対抗

綱引き、子供地区対抗リレーと続きました。中でも人気は主婦のお買物競走で出場者 200 人を数えました。 

最後の子供リレーは紅組が圧勝し紅白の得点争いでは双方同点。結局ジャン拳で勝った紅組が優勝と決まり

ました。押山総務部長の閉会の言葉は午後 3 時。楽しい一日！参加者数は優に 1000 人を超えました。 
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花
の
台
町
内
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会
は

「
会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
お
越
し
下
さ

い
。
お
近
づ
き
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
の

趣
旨
で
今
年
も
1
月
11
日
日
曜
日
昼
前

か
ら
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
宮
崎
支
店
大
会
議

室
を
会
場
に
約
80
人
の
方
々
が
集
ま
り
ま

し
た
。
幕
開
け
は
”
花
の
台
ク
ラ
ブ
”
の

女
性
の
方
々
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

お
披
露
目
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
風
衣

裳
や
ハ
ワ
イ
フ
ラ
調
の
衣
装
に
衣
裳
を
か

え
、
三
沢
あ
け
み
の
「
島
の
ブ
ル
ー
ス
」

の
曲
な
ど
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
「
ク
ラ
ブ
会
員
は
高
齢
化
し
て
い
る
」

と
の
名
古
屋
会
長
の
お
話
で
し
た
が
、
踊

っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
と
て
も
お
若
く
お
見

受
け
し
ま
し
た
。 

続
い
て
長
谷
川
会
長
の
挨
拶
、
中
澤
副
会

長
の
音
頭
で
乾
杯
、
交
歓
懇
談
に
入
り
ま

し
た
。
宴
の
途
中
に
は
新
し
い
民
生
委
員

さ
ん
や
地
元
議
員
さ
ん
の
紹
介
も
あ
り
ま

し
た
。
中
締
め
は
針
生
副
会
長
に
し
て
頂

き
本
年
の
健
闘
を
期
し
て
散
会
し
ま
し

た
。 

 

花
の
台
町
内
会
で
は
、
広
報
部
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新 

・
広
報
誌
の
発
行 

・
広
報
車
の
巡
回
な
ど 

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方 

町
内
会
館
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す 

☎
７
６
７
（
７
５
０
２
）
月
・
金
午
前
中 

広
報
部
員
募
集 

 

豪華賞品が10名様に当たりました 

左から 

宮前兄弟   『メロー』 

宮前平小学校 

『キャップくん』 

『ハットちゃん』 

宮前兄弟  『コスミン』 

富士見台小学校 

『ふじみちゃん』 

宮崎台小学校『モッチ』 

買い競争に参加のご婦人  総勢 200 人！ 

小
学
生
に
よ
る 

『
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
』
の
演
技 

新
年
の
抱
負
を 

述
べ
る 

長
谷
川
町
会
長 

花の台クラブの皆さんのフォークダンスショー 

平
成
二
十
七
年 

花
の
台
町
内
会 

賀
詞
交
歓
会
開
催 

み
ん
な
集
ま
れ 
 

 
 

花
の
台 

子
ど
も
会 

花
の
台
ク
ラ
ブ
（
老
人
会
） 

花
の
台
ク
ラ
ブ
（
老
人
会
）
会
長
の
名
古

屋
で
す 

老
人
会
は
「
老
人
福
祉
法
」
に
基
づ
く
高
齢

者
の
福
祉
団
体
で
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
を
柱

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
、
い

ま
当
ク
ラ
ブ
で
盛
ん
な
の
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
す
。
宮
崎
第
一
公
園
で
毎
週
木
曜
日

に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
地
区

老
人
会
は
有
馬
中
央
公
園
で
毎
週
火
，
金
曜

日
に
プ
レ
ー
し
て
お
り
、
花
の
台
ク
ラ
ブ
の

会
員
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。 

 

毎
月
第
一
月
曜
日
、
宮
前
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
宮
崎
台
駅
前
）
で
の
定
例
会
で
は
区

老
連
の
行
事
等
の
報
告
、
あ
と
は
歌
や
踊
り

の
練
習
を
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
，
小
中

学
校
に
出
向
き
、
昔
の
遊
び
を
教
え
た
り
、

宮
崎
台
駅
周
辺
や
多
摩
川
河
川
敷
の
清
掃
も

行
っ
て
い
ま
す
。
他
地
区
の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
と
旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
行
事
は
演
芸
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

で
す
。 

 

６
０
歳
以
上
の
方
！
あ
な
た
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

入
会
金
・
５
０
０
円
、
年
会
費･

１
０
０
０
円
。 

 
 

連
絡
先
・
名
古
屋
☎
８
７
７
（
３
０
４
５
） 

 

み
ん
な
集
ま
れ
！
子
ど
も
会 

花
の
台
町
内
会
の
こ
ど
も

達
、
ぜ
ひ
子
ど
も
会
に
入
り
、

楽
し
い
行
事
を
通
じ
て
、
地

域
の
絆
を
大
切
に
し
て
欲
し

い
。
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ

い
。
町
内
会
に
加
入
し
て
い

る
家
庭
の
小
学
生
は
会
費
無

料
で
子
ど
も
会
に
加
入
で
き

ま
す
何
故
入
る
の
？ 

地
域

の
絆
を
深
め
る
た
め
で
す
！

震
災
で
地
域
で
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
子
ど
も
会
に
加
入
し
て

い
る
ご
家
庭
に
行
事
参
加
の

お
誘
い
を
し
て
い
ま
す
。 

行
事
に
参
加
し
地
域
の
人
と
関
わ
り
が
あ
れ
ば

安
心
感
に
繋
が
り
、
共
に
助
け
合
う
大
切
さ
を
子

ど
も
達
は
学
び
ま
す
。
主
な
行
事 

ド
ッ
ヂ
ビ
ー

大
会
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
子
ど
も
会
ラ
ジ
オ
体

操
，
映
画
会
、
秋
季
大
運
動
会
、
神
輿
巡
行
、
宮

前
地
区
青
少
年
作
品
展
，
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス

会
，
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
み
や
ま
え
に
参
加

で
き
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん 

こ
こ
に

は
家
庭
教
育
で
も
、
学
校
教
育
で
も
体
験
で
き
な

い
地
域
教
育
が
あ
り
ま
す
。 

ど
う
や
っ
て
入
る

の
？ 

 

花
の
台
町
内
会
事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ
い 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 
７
６
７
（
７
５
０
２
） 

事
務
所
は
、
火
・
金 

午
前
10
時
～
12
時
の
間

開
い
て
い
ま
す
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パトロール中の隊員 

出発前に記念撮影（町内会館前にて） 

⇑小学生の力が頼りです（宮前平第２公園） 

中澤副会長と一緒に。 
（宮前平公園）⇒ 

集めた落ち葉 

（宮前平第３公園） 

野本宮前区長のごあいさつ 『がんばろう！』参加者全員で。 

(7)              花の台（花の台町内会広報紙）第 44 号        
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１１
月
２９
日 

 
 

 川崎市統一美化の日は市が「美しく住みよいふるさと川崎」を合言葉に市内全域で美化活動を行うことになっ

ています。９月２８日は第３５回の活動日で、そのモデル地区に当花の台町内会が選ばれ、野本宮前区長が町内

の宮前平第２公園に激励においでになりました。川口美化運動宮前支部長のほか、駆けつけた宮前平小の宮井校

長、長谷川ＰＴＡ会長の挨拶もありました。宮前区の道路公園センター佐々木課長も出席されました。激励に当

たり区長から、花の台町内会へ記念品が授与されました。 

 町内会では晴天に恵まれたこの日午前 9 時から町内の宮前平公園、宮前平第一公園、宮前平第二公園、宮前平

第三公園、宮前平第四公園、宮崎第一公園、宮崎第二公園、宮崎第四公園、おちば公園、宮前平こども公園、三

つ又公園の 11 の公園を会員の皆様に呼びかけ一斉に清掃しました。雑草刈、落ち葉清掃、放置された空き缶、

空き瓶の収集など。このうち宮崎第一公園では少年野球花の台フラワーズの子供たち３０人以上と監督、コーチ、

親御さん３０人以上合わせ７，８０人が清掃に加わりました。 

 先日来、都内の公園での縞蚊によるデング熱感染が報道されたため、町内会では念のために、虫よけスプレー

を用意するなどして備えました。公園へ遊びに来ていた親子連れや子供たちも清掃に汗を流してくれました。多

数の熱心な皆様のご参加を頂き、お陰で公園はきれい、さっぱりとしました。有難うございました。 

平成２６年９月２８日

（日） 

第３回 公 園 清 掃 平成 26年 11 月30 日 

花の台町内会では今年第３回目の公園清掃を区域内 11 の公園で 11 月

30 日日曜日朝から行いました。丁度、銀杏や桜など広葉樹が葉を落とす

季節。公園も落ち葉で一杯でした。みんなで熊手を使って落ち葉を集め，

そのあと竹箒で掃きました。集めた落ち葉は袋に入れ公園出入口の指定集

積所まで運びました。前日の雨で、軽い筈の落ち葉が水を含みずっしりと

重いのは驚きでした。広報車や回覧、掲示板などで知って集まった人、偶々

公園に遊びに来ていた人、お年寄りから幼児までが一緒になって昼近くま

で汗を流しました。お疲れ様。次回、また公園でお会いしましょう。 

 

 

活
躍
し
て
い
ま
す 防

犯
部 

 

花
の
台
町
内
会
で
は
平
成
26
年
度
慰
労

会
を
11
月
29
日
夕
方
、
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎

宮
崎
支
店
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
一
年
、
町
会
活
動
、
行
事
な
ど
に
ご
協
力

頂
い
た
方
々
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
列
席

者
は
町
会
役
員
、
班
長
、
民
生
委
員
、
メ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
、
日
赤
奉
仕
団
、
防

災
、
防
犯
、
フ
ラ
ワ
ー
ズ
、
ス
タ
ー
フ
ラ
ワ

ー
ズ
、
ウ
ィ
ン
グ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、

青
少
年
指
導
員
、
美
化
、
子
ど
も
会
、
マ
マ

さ
ん
ソ
フ
ト
、
青
壮
年
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど

社
会
事
業
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
百
人
を
超
え
る
方
々
が
集
ま
り
、
町
会

の
活
動
の
幅
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。 

 

会
は
北
野
隆
生
体
育
指
導
部
長
の
司
会

進
行
で
始
ま
り
、
先
ず
御
輿
巡
行
、
防
災
訓

練
、
運
動
会
の
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
後
、

長
谷
川
会
長
よ
り
の
感
謝
の
言
葉
。
来
賓
の

宮
前
平
中
学
山
本
校
長
先
生
か
ら
は
宮
中

生
の
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
ぶ
り
の
ご

披
露
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
中
生
諸
君

は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
頼
も
し
い
で
す
。
乾

杯
の
あ
と
は
参
加
グ
ル
ー
プ
の
自
己
紹
介

が
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
お
楽
し

み
抽
選
会
。
賞
品
は
ピ
ン
キ
リ
、
越
後
の
清

酒
か
ら
は
じ
ま
り
、
お
こ
め
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
抽
選
券
、
お
台
所
用

の
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
ま
で
ハ
ズ
レ
な
し
。
喜
ん

だ
り
、
１
番
違
い
を
悔
し
が
っ
た
り
。
来
年

の
一
段
の
活
躍
を
期
し
て
盛
況
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

花
の
台
町
内
会
防
犯
部
（
桂
田
實
部
長
）

で
は
毎
月
３
回
、
日
没
時
刻
頃
、
安
心
・

安
全
を
期
し
て
定
期
的
に
町
内
を
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
10
数
名
が
火

の
用
心
の
幟
と
防
犯
呼
び
か
け
の
ス
ピ
ー

カ
ー
を
先
頭
に
一
団
と
な
っ
て
進
み
ま

す
。
街
の
美
化
の
一
助
に
路
上
の
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
、
紙
く
ず
、
空
き
缶
な
ど
も
拾

っ
て
い
き
ま
す
。
約
１
時
間
の
パ
ト
ロ
ー

ル
で
一
汗
か
い
た
後
の
歓
談
も
楽
し
み
で

す
。 

 
◎日程 

２月 8 日・15 日・22 日 *集合 4 時 30 分 

３月 8 日・15 日・22 日 *集合５時00 分 

 

◎集合場所 花の台町内会館 

◎パトロールは徒歩にて１時間程度です。 

◎お申込み  

桂田防犯部長 ℡ 044-877-0850 

囲 

碁 

同 

好 

会 

 

囲
碁
同
好
会
は
発
足
か
ら
八
年
が
経
ち
ま

し
た
。
当
初
よ
り
二
十
四
，
五
名
の
会
員
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
原
則
、
第
一
、
第
三
、
木
、

日
曜
日
と
各
月
の
最
後
の
日
曜
日
の
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
を
例
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
各
回
、
十
二
，
三
名
が
参
加
し
て
お
り
、

会
費
は
町
内
会
館
を
利
用
の
た
め
月
額
二
百
円

で
。
春
、
秋
、
の
年
二
回
大
会
を
行
い
成
績
優

秀
者
が
昇
級
、
昇
段
し
ま
す
。
前
大
会
で
は
九

十
歳
を
超
え
た
方
が
優
勝
し
、
高
齢
に
な
っ
て

も
努
力
次
第
で
棋
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
証
明

し
て
貰
い
ま
し
た
。
囲
碁
は
人
と
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
能
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
忍

耐
力
を
養
う
な
ど
の
効
用
が
あ
り
、
脳
の
活
性

化
を
促
す
素
晴
ら
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。
初
心
者

の
方
も
大
歓
迎
で
す
、
奮
っ
て
ご
入
会
下
さ
い
。 

 

お問い合わせ 

吉原 ☎888-9262 藤本 ☎855-6902 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

三角巾の講習 放水訓練 

煙体験 非常通路開放訓練 

アルファ米の炊き出し 

自主防災機材の展示 

宮井宮前平小校長先生 

斎藤避難所運営委員長 

⇐ 移動した方が 

受付中 

一時避難場所から宮前平小へ移動 一時避難場所 

 

平成２６年１１月３日 文化の日 
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平成 26年 7月 26日・27日 

花の台町内会は 2014 年９月 20 日土曜日、防災訓練

を行いました。 

当日は朝 9 時 45 分を期して、一時（いっとき）避難

場所と定めた域内の７公園に集合、それぞれ揃ったところ

で町内会役員の持つ幟に先導され、宮前平小学校に向かい

ました。道々、崖崩れ，橋の落下、ブロック塀の倒壊など、

災害時に予想される危険箇所をチェックしながら進みま

した。中には一時避難場所に立ち寄らずに直接会場に来た

人もいました。それも結構です。いざと言う時「安全第一」

を念頭に、本人の適切な判断と行動が必要な場面です。 

10時頃、会場受付は幟に先導されて来た人や直接来た

人で溢れました。 

参加者は先ず全員グランドに集合、長谷川大二防災本部

長、宮井和恵宮前平小学校長、斎藤喜信避難所運営委員長

から趣旨説明などを含めた挨拶。続いて、PTA 会長長谷

川隆さん、浅川先生以下お手伝いの宮前平中学校１０名の

生徒、宮前区役所麻賀危機管理担当課長の紹介、最後に宮

前消防署警防課長下山亮介さんより火災などの現場体験

から「知識を知恵に生かしましょう」とお話がありました。 

 その後、斎藤尭防災部長の「訓練開始」の号令で会場内

での訓練が始まりました。 

会場は宮小の前庭、ピロティー・グランド・体育館・プー

ルをフルに使って、煙体験・マンションベランダ非常通路

解放訓練・家庭用消火器操作訓練・プール揚水ポンプ稼働

訓練・消防自動車展示・子供消防服で記念撮影（お子様向

け）・避難所間仕切り・AED心肺蘇生・搬送・三角巾・避

難所運営業務・発電機投光機・仮設トイレ・車いす訓練・

自主防災備蓄資材機材展示など１３のコーナーがあり、長

蛇の列も見られました。民生委員さん盛り付けのアルファ

米の炊き出しは、参加者に配布されました。消火器や防

災食品の展示即売もありました。スタンプラリーは子

供たちに大人気、みんなスタンプ集めに夢中！ 

終了は午前 11 時 30 分頃。参加者は、約２５０名

に達しました。 

後片付けが終わったのは午後１時でした。 

今回のこの行事では町内会役員は勿論、防災部員、

民生委員、子ども会、また校長先生始め宮小 PTA の

方々、メンズクラブ、宮前平中の先生、生徒、赤十字

奉仕団、フローレンスケア、消防署の方々のご協力で

実施できました。 御礼申し上げます。 

第 30 回 神輿・山車 町内巡行をしました 

今年第３０回の花の台町内会、子ども御輿・山車巡

行を１１月３日文化の日に行いました。 

 ９時前から子供達が会場の区役所前広場に集まり

ました。法被・鉢巻や少年野球ユニホーム姿での参加

です。乳母車の赤ちゃん、幼いお子さんも混じって 

３００人位。青壮年部が組み立てた２台の御輿、１台

は屋根に金色の鳳凰を頂き四角い胴，もう１台は万灯

御輿、山車は安藤福祉部長が準備しました。 

御輿が会場中央に据えられ押山総務部長司会で出発

式です。これは、天の神様に向かい「準備が出来まし

た。私たちの輿にお乗りください。」とお願いし、神

様は「町会内を宮崎こども文化センターまで巡行」と

地上の輿にお乗りくださる。と言うことでしょうか。

式典は長谷川町会長、須田子供会副会長、田邉実行委

員長の挨拶、神職装束の神輿会平野副会長さんのお祓

いお神酒献上、祝詞奉唱に続き長谷川会長，須田子ど

も会副会長、中澤副会長、田邉副会長が玉串を奉納す

ると神の御霊は御輿にお乗りになりました。 

中澤副会長音頭の一本締めで御輿・山車巡行は出

発。紅白幕の先導車に高張提灯、地ならし（金棒）、

太鼓を乗せた山車、御輿と続き、その長さは 7～80

メートル。わっしょいの声、太鼓の音を響かせ進む

と、沿道の家並、マンションから手を振っています。 

フローレンスケアではお年寄りの歓迎。宮前平中学

前の辺を通り宮前平郵便局近くをお旅所として御輿

を置くと、子ども会のお母さんがお菓子や飲み物を

並べてくれました。 

次のお旅所、宮崎第二公園へは道幅が広く交通量が

多く、体育指導部、子ども会、青壮年部がロープを

張って一行の安全通行、交通渋滞回避に汗を流して

くれました。 

第二公園で少憩の後再び出発、終点はもうすぐ。 祭

りの最後を見ようと、近所の人達が後に続きます。

宮崎こども文化センターに到着。神職装束の平野さ

んが御輿のお神酒に蓋をして「ウォｰ」と叫ぶと神の

御霊は天にお帰りになりました。後は，御輿の片付

け、担ぎ棒等をはずし倉庫に搬入。 終わって見る

と、みんなの心は穏やか、平安でした。 
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こ
ん
に
ち
は
、
青
壮
年
野
球
部
「
花
の
台
ス
タ
ー
フ
ラ

ワ
ー
ズ
」
の
部
長
兼
監
督
の
酒
井
で
す
。
昨
年
、
針
生
監

督
、
野
島
部
長
か
ら
重
責
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

昨
年
は
、
所
属
し
て
い
る
宮
前
区
シ
ル
バ
ー
リ
ー
グ
に
お

い
て
、
一
昨
年
の
順
位
か
ら
二
つ
上
が
り

11

位
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
練

習
に
励
み
、
試
合
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
野
球

に
興
味
の
あ
る
あ
な
た
、
一
緒
に
野
球
を
し
ま
せ
ん
か
！

草
野
球
で
す
が
、
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
時
の
喜
び
、
打
球
を

処
理
で
き
た
時
の
達
成
感
、
試
合
で
は
緊
張
感
も
味
わ
え

ま
す
。
異
業
種
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
人
生
の

幅
も
広
が
り
ま
す
。
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
し
ま
す
。 

 

「
40
歳
代
に
な
ら
れ
た
方
を
募
集
し
ま
す
」 

「
ダ
ン
ス
を
始
め
る
時
と
は
？
」
と
訊
け
ば
、「
今
で
し
ょ

う
！
」
と
の
返
事
が
聞
こ
え
そ
う
で
す
が
、
私
に
と
っ
て

は

40

歳
代
の
心
境
の
変
化
で
し
た｡
40
歳
代
は
30
歳
代

の
若
さ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
道

に
進
む
か
、
ま
だ
若
い
か
ら
と
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
自
然

に
衰
え
る
ま
ま
に
い
く
の
か
の
分
か
れ
道
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
．
細
々
と
で
も
社
交
ダ
ン
ス
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
が
、
足
腰
を
鍛
え
て
く
れ
て
い
た
事
に
今
は
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ち
か
く
に
あ
っ
て
生
活
の
中
で
頑
張
ら
な
く

て
も
良
い
ス
ポ
ー
ツ
、「
楽
し
く
・
優
雅
に
・
健
康
に
」
そ

れ
が
社
交
ダ
ン
ス
で
す
。
今
40
歳
代
の
男
性
と
女
性
の
皆

様
を
中
心
に
し
た
若
い
ク
ラ
ス
の
立
ち
上
げ
を
企
画
し

て
お
り
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。 

ご
連
絡
は
私
、
花
の
台
社
交
ダ
ン
ス
部
部
長
渡
辺
緑
ま
で 

☎
（
８
５
４
）
２
５
９
０ 

 

創
部
30
年
が
経
ち
、
部
員
20
名
も
壮
年
か
ら
中
高
年

チ
ー
ム
に
変
わ
っ
た
。
当
然
若
手
と
の
年
の
差
は
あ
る

が
、
活
動
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
は
な

く
「
融
和
」
チ
ー
ム
で
あ
る
。 

 

主
活
動
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
他
に
町
内
会
行
事
、
環
境

美
化
（
街
路
樹
・
公
園
の
草
取
り
）
を
行
っ
て
い
る
。
部

活
動
で
怖
い
の
は
怪
我
や
故
障
で
、
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ

練
習
兼
体
力
作
り
を
「
毎
日
曜
早
朝
（
宮
崎
第
一
公
園
）
」

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
大
会
の
宮
前
連
盟
３
位

（
年
間
）
、
宮
前
地
区
自
治
対
抗
３
位
と
成
績
を
上
げ
、

練
習
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
。 

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 

興
味
あ
る
方
を
募
集
中
で
す
。 平成 26年 7 月 6日 

（
少
年
野
球
） 

フ
ラ
ワ
ー
ズ 

花
の
台
フ
ラ
ワ
ー
ズ
は
総
勢
、
小
学
生
36
名
の
選
手
で

活
動
し
て
お
り
、
真
剣
勝
負
の
Ａ
チ
ー
ム
、
野
球
を
楽
し

む
Ｂ
チ
ー
ム
が
毎
週
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
宮
前
区
の
大
会
な
ど
に
参
加
し
、
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
お
り
、
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
す
る
姿
は
野

球
の
楽
し
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
野
球
以
外
に
も
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
町
内
会

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
下
さ
い
。
新
入
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

連絡先 北澤秀樹 
Mail    p_kitazawa@hananodaiflowers.com 

HP     httｐ//www.hananodaiflowers.com/ 

 

（
少
女
ソ
フ
ト
） 

ウ
イ
ン
グ
ス 

花
の
台
ウ
イ
ン
グ
ス
は
，
創
部
32
年
目
の
小
学

生
女
子
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
１
年
生

よ
り
６
年
生
ま
で
、
一
緒
に
「
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
に)

を
モ
ッ
ト
ー
に
宮
前
平
小
を
ホ
ー
ム
グ

ラ
ン
ド
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
有

馬
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
挑
ん
だ
夏
季
県
大
会
で

５
位
、
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
東
日
本
大
会
（
岩
手
県
一

関
市
で
開
催
）
に
出
場
。 

 

い
つ
で
も
部
員
大
募
集
中
！
小
学
生
女
子
な

ら
誰
で
も
参
加
可
能 

低
学
年
、
初
心
者
も
大
歓

迎
！ 

体
験
・
見
学
自
由
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
体
験

す
る
と
楽
し
い
で
す
。
自
信
が
な
く
て
も
大
丈

夫
。
一
人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
て
の
び
の
び
で
き
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
是
非
グ
ラ
ン

ド
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。 

ホームページ http://h-wings.sakura.ne.jp 
 

マ
マ
さ
ん 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

活動場所…宮前平小学校 

活動日…毎週土曜日 12時～14時 

連絡先…藤 井（☎ 855-0121） 

名古屋（☎ 877-2661） 

マ
マ
さ
ん 

バ
レ
ー
部 

地
域
の
女
子
（
主
婦
）
が
集
ま
っ
て
週
に
一
度
練
習
し

て
い
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
、
昔
部
活
で
頑
張
っ

て
い
た
方
。
経
験
、
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
！
若
い
頃
の

よ
う
に
体
は
動
き
ま
せ
ん
が
み
ん
な
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
見
学
に
要
ら
し
て
下
さ
い
。

地
域
の
人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。
同
年

代
だ
け
で
は
な
い
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

青
壮
年
野
球
部 

ス
タ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

青
壮
年
ソ
フ
ト
部 

ス
カ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ズ 
社
交
ダ
ン
ス
部 

練
習
場
所 

 

宮
前
平
小
学
校
体
育
館 

練
習
時
間 

 

木
曜
日 

19
時
～
21
時 

連

絡

先

 
 

長 

景
子 

℡ 

０
９
０
（
１
４
２
９
）
９
１
４
１ 

連絡先…部長兼監督 酒井 

℡ ０８０－４８１７－０２４７ 

 

お問合せ・入部申し込みは 

部長 鈴木 ☎ 855-0886 
総務 押山 ☎ 866-5570 

連絡先…部長 渡辺緑 

☎ ８５４－２５９０ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

(5)              花の台（花の台町内会広報紙）第 44 号        

 

     花の台（花の台町内会広報紙）第 44 号                (4) 

 

こ
ん
に
ち
は
、
青
壮
年
野
球
部
「
花
の
台
ス
タ
ー
フ
ラ

ワ
ー
ズ
」
の
部
長
兼
監
督
の
酒
井
で
す
。
昨
年
、
針
生
監

督
、
野
島
部
長
か
ら
重
責
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

昨
年
は
、
所
属
し
て
い
る
宮
前
区
シ
ル
バ
ー
リ
ー
グ
に
お

い
て
、
一
昨
年
の
順
位
か
ら
二
つ
上
が
り

11

位
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
練

習
に
励
み
、
試
合
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
野
球

に
興
味
の
あ
る
あ
な
た
、
一
緒
に
野
球
を
し
ま
せ
ん
か
！

草
野
球
で
す
が
、
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
時
の
喜
び
、
打
球
を

処
理
で
き
た
時
の
達
成
感
、
試
合
で
は
緊
張
感
も
味
わ
え

ま
す
。
異
業
種
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
人
生
の

幅
も
広
が
り
ま
す
。
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
し
ま
す
。 

 

「
40
歳
代
に
な
ら
れ
た
方
を
募
集
し
ま
す
」 

「
ダ
ン
ス
を
始
め
る
時
と
は
？
」
と
訊
け
ば
、「
今
で
し
ょ

う
！
」
と
の
返
事
が
聞
こ
え
そ
う
で
す
が
、
私
に
と
っ
て

は

40

歳
代
の
心
境
の
変
化
で
し
た｡

40
歳
代
は
30
歳
代

の
若
さ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
道

に
進
む
か
、
ま
だ
若
い
か
ら
と
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
自
然

に
衰
え
る
ま
ま
に
い
く
の
か
の
分
か
れ
道
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
．
細
々
と
で
も
社
交
ダ
ン
ス
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
が
、
足
腰
を
鍛
え
て
く
れ
て
い
た
事
に
今
は
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ち
か
く
に
あ
っ
て
生
活
の
中
で
頑
張
ら
な
く

て
も
良
い
ス
ポ
ー
ツ
、「
楽
し
く
・
優
雅
に
・
健
康
に
」
そ

れ
が
社
交
ダ
ン
ス
で
す
。
今
40
歳
代
の
男
性
と
女
性
の
皆

様
を
中
心
に
し
た
若
い
ク
ラ
ス
の
立
ち
上
げ
を
企
画
し

て
お
り
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。 

ご
連
絡
は
私
、
花
の
台
社
交
ダ
ン
ス
部
部
長
渡
辺
緑
ま
で 

☎
（
８
５
４
）
２
５
９
０ 

 

創
部
30
年
が
経
ち
、
部
員
20
名
も
壮
年
か
ら
中
高
年

チ
ー
ム
に
変
わ
っ
た
。
当
然
若
手
と
の
年
の
差
は
あ
る

が
、
活
動
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
は
な

く
「
融
和
」
チ
ー
ム
で
あ
る
。 

 

主
活
動
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
他
に
町
内
会
行
事
、
環
境

美
化
（
街
路
樹
・
公
園
の
草
取
り
）
を
行
っ
て
い
る
。
部

活
動
で
怖
い
の
は
怪
我
や
故
障
で
、
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ

練
習
兼
体
力
作
り
を
「
毎
日
曜
早
朝
（
宮
崎
第
一
公
園
）
」

で
行
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
大
会
の
宮
前
連
盟
３
位

（
年
間
）
、
宮
前
地
区
自
治
対
抗
３
位
と
成
績
を
上
げ
、

練
習
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
。 

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 

興
味
あ
る
方
を
募
集
中
で
す
。 平成 26年 7 月 6日 

（
少
年
野
球
） 

フ
ラ
ワ
ー
ズ 

花
の
台
フ
ラ
ワ
ー
ズ
は
総
勢
、
小
学
生
36
名
の
選
手
で

活
動
し
て
お
り
、
真
剣
勝
負
の
Ａ
チ
ー
ム
、
野
球
を
楽
し

む
Ｂ
チ
ー
ム
が
毎
週
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
宮
前
区
の
大
会
な
ど
に
参
加
し
、
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
お
り
、
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
す
る
姿
は
野

球
の
楽
し
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
野
球
以
外
に
も
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
町
内
会

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
下
さ
い
。
新
入
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

連絡先 北澤秀樹 
Mail    p_kitazawa@hananodaiflowers.com 

HP     httｐ//www.hananodaiflowers.com/ 

 

（
少
女
ソ
フ
ト
） 

ウ
イ
ン
グ
ス 

花
の
台
ウ
イ
ン
グ
ス
は
，
創
部
32
年
目
の
小
学

生
女
子
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
１
年
生

よ
り
６
年
生
ま
で
、
一
緒
に
「
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
に)

を
モ
ッ
ト
ー
に
宮
前
平
小
を
ホ
ー
ム
グ

ラ
ン
ド
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
有

馬
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
挑
ん
だ
夏
季
県
大
会
で

５
位
、
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
東
日
本
大
会
（
岩
手
県
一

関
市
で
開
催
）
に
出
場
。 

 

い
つ
で
も
部
員
大
募
集
中
！
小
学
生
女
子
な

ら
誰
で
も
参
加
可
能 

低
学
年
、
初
心
者
も
大
歓

迎
！ 

体
験
・
見
学
自
由
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
体
験

す
る
と
楽
し
い
で
す
。
自
信
が
な
く
て
も
大
丈

夫
。
一
人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
て
の
び
の
び
で
き
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
是
非
グ
ラ
ン

ド
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。 

ホームページ http://h-wings.sakura.ne.jp 
 

マ
マ
さ
ん 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

活動場所…宮前平小学校 

活動日…毎週土曜日 12時～14時 

連絡先…藤 井（☎ 855-0121） 

名古屋（☎ 877-2661） 

マ
マ
さ
ん 

バ
レ
ー
部 

地
域
の
女
子
（
主
婦
）
が
集
ま
っ
て
週
に
一
度
練
習
し

て
い
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
、
昔
部
活
で
頑
張
っ

て
い
た
方
。
経
験
、
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
！
若
い
頃
の

よ
う
に
体
は
動
き
ま
せ
ん
が
み
ん
な
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
見
学
に
要
ら
し
て
下
さ
い
。

地
域
の
人
と
の
交
流
の
場
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。
同
年

代
だ
け
で
は
な
い
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

青
壮
年
野
球
部 

ス
タ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

青
壮
年
ソ
フ
ト
部 

ス
カ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

社
交
ダ
ン
ス
部 

練
習
場
所 

 

宮
前
平
小
学
校
体
育
館 

練
習
時
間 

 

木
曜
日 

19
時
～
21
時 

連

絡

先

 
 

長 

景
子 

℡ 

０
９
０
（
１
４
２
９
）
９
１
４
１ 

連絡先…部長兼監督 酒井 

℡ ０８０－４８１７－０２４７ 

 

お問合せ・入部申し込みは 

部長 鈴木 ☎ 855-0886 
総務 押山 ☎ 866-5570 

連絡先…部長 渡辺緑 

☎ ８５４－２５９０ 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

三角巾の講習 放水訓練 

煙体験 非常通路開放訓練 

アルファ米の炊き出し 

自主防災機材の展示 

宮井宮前平小校長先生 

斎藤避難所運営委員長 

⇐ 移動した方が 

受付中 

一時避難場所から宮前平小へ移動 一時避難場所 

 

平成２６年１１月３日 文化の日 

(3)              花の台（花の台町内会広報紙）第 44 号        

 

     花の台（花の台町内会広報紙）第 44 号                (6) 

 

平成 26年 7月 26日・27日 

花の台町内会は 2014 年９月 20 日土曜日、防災訓練

を行いました。 

当日は朝 9 時 45 分を期して、一時（いっとき）避難

場所と定めた域内の７公園に集合、それぞれ揃ったところ

で町内会役員の持つ幟に先導され、宮前平小学校に向かい

ました。道々、崖崩れ，橋の落下、ブロック塀の倒壊など、

災害時に予想される危険箇所をチェックしながら進みま

した。中には一時避難場所に立ち寄らずに直接会場に来た

人もいました。それも結構です。いざと言う時「安全第一」

を念頭に、本人の適切な判断と行動が必要な場面です。 

10時頃、会場受付は幟に先導されて来た人や直接来た

人で溢れました。 

参加者は先ず全員グランドに集合、長谷川大二防災本部

長、宮井和恵宮前平小学校長、斎藤喜信避難所運営委員長

から趣旨説明などを含めた挨拶。続いて、PTA 会長長谷

川隆さん、浅川先生以下お手伝いの宮前平中学校１０名の

生徒、宮前区役所麻賀危機管理担当課長の紹介、最後に宮

前消防署警防課長下山亮介さんより火災などの現場体験

から「知識を知恵に生かしましょう」とお話がありました。 

 その後、斎藤尭防災部長の「訓練開始」の号令で会場内

での訓練が始まりました。 

会場は宮小の前庭、ピロティー・グランド・体育館・プー

ルをフルに使って、煙体験・マンションベランダ非常通路

解放訓練・家庭用消火器操作訓練・プール揚水ポンプ稼働

訓練・消防自動車展示・子供消防服で記念撮影（お子様向

け）・避難所間仕切り・AED心肺蘇生・搬送・三角巾・避

難所運営業務・発電機投光機・仮設トイレ・車いす訓練・

自主防災備蓄資材機材展示など１３のコーナーがあり、長

蛇の列も見られました。民生委員さん盛り付けのアルファ

米の炊き出しは、参加者に配布されました。消火器や防

災食品の展示即売もありました。スタンプラリーは子

供たちに大人気、みんなスタンプ集めに夢中！ 

終了は午前 11 時 30 分頃。参加者は、約２５０名

に達しました。 

後片付けが終わったのは午後１時でした。 

今回のこの行事では町内会役員は勿論、防災部員、

民生委員、子ども会、また校長先生始め宮小 PTA の

方々、メンズクラブ、宮前平中の先生、生徒、赤十字

奉仕団、フローレンスケア、消防署の方々のご協力で

実施できました。 御礼申し上げます。 

第 30 回 神輿・山車 町内巡行をしました 

今年第３０回の花の台町内会、子ども御輿・山車巡

行を１１月３日文化の日に行いました。 

 ９時前から子供達が会場の区役所前広場に集まり

ました。法被・鉢巻や少年野球ユニホーム姿での参加

です。乳母車の赤ちゃん、幼いお子さんも混じって 

３００人位。青壮年部が組み立てた２台の御輿、１台

は屋根に金色の鳳凰を頂き四角い胴，もう１台は万灯

御輿、山車は安藤福祉部長が準備しました。 

御輿が会場中央に据えられ押山総務部長司会で出発

式です。これは、天の神様に向かい「準備が出来まし

た。私たちの輿にお乗りください。」とお願いし、神

様は「町会内を宮崎こども文化センターまで巡行」と

地上の輿にお乗りくださる。と言うことでしょうか。

式典は長谷川町会長、須田子供会副会長、田邉実行委

員長の挨拶、神職装束の神輿会平野副会長さんのお祓

いお神酒献上、祝詞奉唱に続き長谷川会長，須田子ど

も会副会長、中澤副会長、田邉副会長が玉串を奉納す

ると神の御霊は御輿にお乗りになりました。 

中澤副会長音頭の一本締めで御輿・山車巡行は出

発。紅白幕の先導車に高張提灯、地ならし（金棒）、

太鼓を乗せた山車、御輿と続き、その長さは 7～80

メートル。わっしょいの声、太鼓の音を響かせ進む

と、沿道の家並、マンションから手を振っています。 

フローレンスケアではお年寄りの歓迎。宮前平中学

前の辺を通り宮前平郵便局近くをお旅所として御輿

を置くと、子ども会のお母さんがお菓子や飲み物を

並べてくれました。 

次のお旅所、宮崎第二公園へは道幅が広く交通量が

多く、体育指導部、子ども会、青壮年部がロープを

張って一行の安全通行、交通渋滞回避に汗を流して

くれました。 

第二公園で少憩の後再び出発、終点はもうすぐ。 祭

りの最後を見ようと、近所の人達が後に続きます。

宮崎こども文化センターに到着。神職装束の平野さ

んが御輿のお神酒に蓋をして「ウォｰ」と叫ぶと神の

御霊は天にお帰りになりました。後は，御輿の片付

け、担ぎ棒等をはずし倉庫に搬入。 終わって見る

と、みんなの心は穏やか、平安でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パトロール中の隊員 

出発前に記念撮影（町内会館前にて） 

⇑小学生の力が頼りです（宮前平第２公園） 

中澤副会長と一緒に。 
（宮前平公園）⇒ 

集めた落ち葉 

（宮前平第３公園） 

野本宮前区長のごあいさつ 『がんばろう！』参加者全員で。 

(7)              花の台（花の台町内会広報紙）第 44 号        

 

     花の台（花の台町内会広報紙）第 44 号                (2) 

 

１１
月
２９
日 

 

 

 川崎市統一美化の日は市が「美しく住みよいふるさと川崎」を合言葉に市内全域で美化活動を行うことになっ

ています。９月２８日は第３５回の活動日で、そのモデル地区に当花の台町内会が選ばれ、野本宮前区長が町内

の宮前平第２公園に激励においでになりました。川口美化運動宮前支部長のほか、駆けつけた宮前平小の宮井校

長、長谷川ＰＴＡ会長の挨拶もありました。宮前区の道路公園センター佐々木課長も出席されました。激励に当

たり区長から、花の台町内会へ記念品が授与されました。 

 町内会では晴天に恵まれたこの日午前 9 時から町内の宮前平公園、宮前平第一公園、宮前平第二公園、宮前平

第三公園、宮前平第四公園、宮崎第一公園、宮崎第二公園、宮崎第四公園、おちば公園、宮前平こども公園、三

つ又公園の 11 の公園を会員の皆様に呼びかけ一斉に清掃しました。雑草刈、落ち葉清掃、放置された空き缶、

空き瓶の収集など。このうち宮崎第一公園では少年野球花の台フラワーズの子供たち３０人以上と監督、コーチ、

親御さん３０人以上合わせ７，８０人が清掃に加わりました。 

 先日来、都内の公園での縞蚊によるデング熱感染が報道されたため、町内会では念のために、虫よけスプレー

を用意するなどして備えました。公園へ遊びに来ていた親子連れや子供たちも清掃に汗を流してくれました。多

数の熱心な皆様のご参加を頂き、お陰で公園はきれい、さっぱりとしました。有難うございました。 

平成２６年９月２８日

（日） 

第３回 公 園 清 掃 平成 26年 11 月30 日 

花の台町内会では今年第３回目の公園清掃を区域内 11 の公園で 11 月

30 日日曜日朝から行いました。丁度、銀杏や桜など広葉樹が葉を落とす

季節。公園も落ち葉で一杯でした。みんなで熊手を使って落ち葉を集め，

そのあと竹箒で掃きました。集めた落ち葉は袋に入れ公園出入口の指定集

積所まで運びました。前日の雨で、軽い筈の落ち葉が水を含みずっしりと

重いのは驚きでした。広報車や回覧、掲示板などで知って集まった人、偶々

公園に遊びに来ていた人、お年寄りから幼児までが一緒になって昼近くま

で汗を流しました。お疲れ様。次回、また公園でお会いしましょう。 

 

 

活
躍
し
て
い
ま
す 防

犯
部 

 

花
の
台
町
内
会
で
は
平
成
26
年
度
慰
労

会
を
11
月
29
日
夕
方
、
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎

宮
崎
支
店
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
一
年
、
町
会
活
動
、
行
事
な
ど
に
ご
協
力

頂
い
た
方
々
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
列
席

者
は
町
会
役
員
、
班
長
、
民
生
委
員
、
メ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
、
日
赤
奉
仕
団
、
防

災
、
防
犯
、
フ
ラ
ワ
ー
ズ
、
ス
タ
ー
フ
ラ
ワ

ー
ズ
、
ウ
ィ
ン
グ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、

青
少
年
指
導
員
、
美
化
、
子
ど
も
会
、
マ
マ

さ
ん
ソ
フ
ト
、
青
壮
年
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど

社
会
事
業
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
百
人
を
超
え
る
方
々
が
集
ま
り
、
町
会

の
活
動
の
幅
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。 

 

会
は
北
野
隆
生
体
育
指
導
部
長
の
司
会

進
行
で
始
ま
り
、
先
ず
御
輿
巡
行
、
防
災
訓

練
、
運
動
会
の
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
後
、

長
谷
川
会
長
よ
り
の
感
謝
の
言
葉
。
来
賓
の

宮
前
平
中
学
山
本
校
長
先
生
か
ら
は
宮
中

生
の
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
ぶ
り
の
ご

披
露
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
中
生
諸
君

は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
頼
も
し
い
で
す
。
乾

杯
の
あ
と
は
参
加
グ
ル
ー
プ
の
自
己
紹
介

が
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
お
楽
し

み
抽
選
会
。
賞
品
は
ピ
ン
キ
リ
、
越
後
の
清

酒
か
ら
は
じ
ま
り
、
お
こ
め
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
抽
選
券
、
お
台
所
用

の
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
ま
で
ハ
ズ
レ
な
し
。
喜
ん

だ
り
、
１
番
違
い
を
悔
し
が
っ
た
り
。
来
年

の
一
段
の
活
躍
を
期
し
て
盛
況
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

花
の
台
町
内
会
防
犯
部
（
桂
田
實
部
長
）

で
は
毎
月
３
回
、
日
没
時
刻
頃
、
安
心
・

安
全
を
期
し
て
定
期
的
に
町
内
を
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
10
数
名
が
火

の
用
心
の
幟
と
防
犯
呼
び
か
け
の
ス
ピ
ー

カ
ー
を
先
頭
に
一
団
と
な
っ
て
進
み
ま

す
。
街
の
美
化
の
一
助
に
路
上
の
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
、
紙
く
ず
、
空
き
缶
な
ど
も
拾

っ
て
い
き
ま
す
。
約
１
時
間
の
パ
ト
ロ
ー

ル
で
一
汗
か
い
た
後
の
歓
談
も
楽
し
み
で

す
。 

 

◎日程 

２月 8 日・15 日・22 日 *集合 4 時 30 分 

３月 8 日・15 日・22 日 *集合５時00 分 

 

◎集合場所 花の台町内会館 

◎パトロールは徒歩にて１時間程度です。 

◎お申込み  

桂田防犯部長 ℡ 044-877-0850 

囲 

碁 

同 

好 

会 

 

囲
碁
同
好
会
は
発
足
か
ら
八
年
が
経
ち
ま

し
た
。
当
初
よ
り
二
十
四
，
五
名
の
会
員
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
原
則
、
第
一
、
第
三
、
木
、

日
曜
日
と
各
月
の
最
後
の
日
曜
日
の
午
後
一
時

か
ら
四
時
ま
で
を
例
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
各
回
、
十
二
，
三
名
が
参
加
し
て
お
り
、

会
費
は
町
内
会
館
を
利
用
の
た
め
月
額
二
百
円

で
。
春
、
秋
、
の
年
二
回
大
会
を
行
い
成
績
優

秀
者
が
昇
級
、
昇
段
し
ま
す
。
前
大
会
で
は
九

十
歳
を
超
え
た
方
が
優
勝
し
、
高
齢
に
な
っ
て

も
努
力
次
第
で
棋
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
証
明

し
て
貰
い
ま
し
た
。
囲
碁
は
人
と
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
能
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
忍

耐
力
を
養
う
な
ど
の
効
用
が
あ
り
、
脳
の
活
性

化
を
促
す
素
晴
ら
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。
初
心
者

の
方
も
大
歓
迎
で
す
、
奮
っ
て
ご
入
会
下
さ
い
。 

 

お問い合わせ 

吉原 ☎888-9262 藤本 ☎855-6902 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

花の台町内会第 39 回秋季大運動会を平成 26 年 10 月 12 日日曜日に開催 

当日はスポーツ日和でした。 

子供たち大好きな宮前兄妹メローくんとコスミンちゃんも朝早くから応援に駆けつけてくれました。 

午前 9 時、会場の宮前平小学校グランドに各地区名のプラカードを先頭に選手団が入場、中澤大会実行委員

長の開会の言葉、昨年優勝の白組より優勝カップ返還、長谷川町内会会長、宮井宮前平小学校長先生の挨拶、

選手を代表して宮前平小学校生徒北沢くん兄弟とお母さんの三人による選手宣誓がありました。 

幼児、小学低学年生の鈴割り、高学年生のかけっこで競技は始まり、パン喰い競争ではお母さんと一緒の幼

児、綱引き、宝探しと競技が進行するにつれ会場正面の得点掲示板は次第に白組リードしその差は大きくな

るばかり。棒引き、1,2,3 年生のかけっこが終わり次はマラソンです 一般（中学生以上）、小学高学年男子、

同じく女子、小学低学年男子、同じく女子に分かれてタイムを競いました。来賓・60 歳以上出場の愛のサン

ドウィッチ便を最後に午前の部終了。途端に校舎ピロテーの焼きそば模擬店に長い行列が。 

午後は花の台子ども会のロックソーランの後、玉入れ、バックオーライ、障害物競走、買物競走、紅白対抗

綱引き、子供地区対抗リレーと続きました。中でも人気は主婦のお買物競走で出場者 200 人を数えました。 

最後の子供リレーは紅組が圧勝し紅白の得点争いでは双方同点。結局ジャン拳で勝った紅組が優勝と決まり

ました。押山総務部長の閉会の言葉は午後 3 時。楽しい一日！参加者数は優に 1000 人を超えました。 
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花
の
台
町
内
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会
は

「
会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
お
越
し
下
さ

い
。
お
近
づ
き
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
の

趣
旨
で
今
年
も
1
月
11
日
日
曜
日
昼
前

か
ら
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
宮
崎
支
店
大
会
議

室
を
会
場
に
約
80
人
の
方
々
が
集
ま
り
ま

し
た
。
幕
開
け
は
”
花
の
台
ク
ラ
ブ
”
の

女
性
の
方
々
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

お
披
露
目
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
風
衣

裳
や
ハ
ワ
イ
フ
ラ
調
の
衣
装
に
衣
裳
を
か

え
、
三
沢
あ
け
み
の
「
島
の
ブ
ル
ー
ス
」

の
曲
な
ど
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
「
ク
ラ
ブ
会
員
は
高
齢
化
し
て
い
る
」

と
の
名
古
屋
会
長
の
お
話
で
し
た
が
、
踊

っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
と
て
も
お
若
く
お
見

受
け
し
ま
し
た
。 

続
い
て
長
谷
川
会
長
の
挨
拶
、
中
澤
副
会

長
の
音
頭
で
乾
杯
、
交
歓
懇
談
に
入
り
ま

し
た
。
宴
の
途
中
に
は
新
し
い
民
生
委
員

さ
ん
や
地
元
議
員
さ
ん
の
紹
介
も
あ
り
ま

し
た
。
中
締
め
は
針
生
副
会
長
に
し
て
頂

き
本
年
の
健
闘
を
期
し
て
散
会
し
ま
し

た
。 

 

花
の
台
町
内
会
で
は
、
広
報
部
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新 

・
広
報
誌
の
発
行 

・
広
報
車
の
巡
回
な
ど 

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方 

町
内
会
館
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す 

☎
７
６
７
（
７
５
０
２
）
月
・
金
午
前
中 

広
報
部
員
募
集 

 

豪華賞品が10名様に当たりました 

左から 

宮前兄弟   『メロー』 

宮前平小学校 

『キャップくん』 

『ハットちゃん』 

宮前兄弟  『コスミン』 

富士見台小学校 

『ふじみちゃん』 

宮崎台小学校『モッチ』 

買い競争に参加のご婦人  総勢 200 人！ 

小
学
生
に
よ
る 

『
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
』
の
演
技 

新
年
の
抱
負
を 

述
べ
る 

長
谷
川
町
会
長 

花の台クラブの皆さんのフォークダンスショー 

平
成
二
十
七
年 

花
の
台
町
内
会 

賀
詞
交
歓
会
開
催 

み
ん
な
集
ま
れ 

 
 
 

花
の
台 

子
ど
も
会 

花
の
台
ク
ラ
ブ
（
老
人
会
） 

花
の
台
ク
ラ
ブ
（
老
人
会
）
会
長
の
名
古

屋
で
す 

老
人
会
は
「
老
人
福
祉
法
」
に
基
づ
く
高
齢

者
の
福
祉
団
体
で
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
を
柱

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
、
い

ま
当
ク
ラ
ブ
で
盛
ん
な
の
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
す
。
宮
崎
第
一
公
園
で
毎
週
木
曜
日

に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
地
区

老
人
会
は
有
馬
中
央
公
園
で
毎
週
火
，
金
曜

日
に
プ
レ
ー
し
て
お
り
、
花
の
台
ク
ラ
ブ
の

会
員
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。 

 

毎
月
第
一
月
曜
日
、
宮
前
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
宮
崎
台
駅
前
）
で
の
定
例
会
で
は
区

老
連
の
行
事
等
の
報
告
、
あ
と
は
歌
や
踊
り

の
練
習
を
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
，
小
中

学
校
に
出
向
き
、
昔
の
遊
び
を
教
え
た
り
、

宮
崎
台
駅
周
辺
や
多
摩
川
河
川
敷
の
清
掃
も

行
っ
て
い
ま
す
。
他
地
区
の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
と
旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
行
事
は
演
芸
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

で
す
。 

 

６
０
歳
以
上
の
方
！
あ
な
た
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

入
会
金
・
５
０
０
円
、
年
会
費･

１
０
０
０
円
。 

 
 

連
絡
先
・
名
古
屋
☎
８
７
７
（
３
０
４
５
） 

 

み
ん
な
集
ま
れ
！
子
ど
も
会 

花
の
台
町
内
会
の
こ
ど
も

達
、
ぜ
ひ
子
ど
も
会
に
入
り
、

楽
し
い
行
事
を
通
じ
て
、
地

域
の
絆
を
大
切
に
し
て
欲
し

い
。
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ

い
。
町
内
会
に
加
入
し
て
い

る
家
庭
の
小
学
生
は
会
費
無

料
で
子
ど
も
会
に
加
入
で
き

ま
す
何
故
入
る
の
？ 

地
域

の
絆
を
深
め
る
た
め
で
す
！

震
災
で
地
域
で
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
子
ど
も
会
に
加
入
し
て

い
る
ご
家
庭
に
行
事
参
加
の

お
誘
い
を
し
て
い
ま
す
。 

行
事
に
参
加
し
地
域
の
人
と
関
わ
り
が
あ
れ
ば

安
心
感
に
繋
が
り
、
共
に
助
け
合
う
大
切
さ
を
子

ど
も
達
は
学
び
ま
す
。
主
な
行
事 

ド
ッ
ヂ
ビ
ー

大
会
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
子
ど
も
会
ラ
ジ
オ
体

操
，
映
画
会
、
秋
季
大
運
動
会
、
神
輿
巡
行
、
宮

前
地
区
青
少
年
作
品
展
，
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス

会
，
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
み
や
ま
え
に
参
加

で
き
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん 

こ
こ
に

は
家
庭
教
育
で
も
、
学
校
教
育
で
も
体
験
で
き
な

い
地
域
教
育
が
あ
り
ま
す
。 

ど
う
や
っ
て
入
る

の
？ 

 

花
の
台
町
内
会
事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ
い 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
６
７
（
７
５
０
２
） 

事
務
所
は
、
火
・
金 

午
前
10
時
～
12
時
の
間

開
い
て
い
ま
す
。 


